
、



He（共通接線を持
つ

の考え方 ②は 、 2次 関 数 で あ れ ば 判 別 式 で O k .
3次以上でも重解をもっで数処理できる曲線が接する こともあるが、使える場面は限られる。なので、

※ 共通接線 も 曲線が接する 特に数匹では、未知数は増えるけど
① を考えざるを得ないケースが多々ある。一 年

※

!

でいける問題：北大2020文40
okkeで！接点は異なってok.

!

接点も共有.
共通接ーー線.→どう求める？ 曲線が接ーーな（cf.IA2B良問@）
作戦としては、

|鑯
州は
洲が

①それぞれ一一の曲線上で接点をおいて、
接線の方程式を出して一致させる.

→ 未知数の
一代で接するとは、共有点で共通接線を
持つこと。

② 片方の曲線上で接点をおいて.

" !

⇐> ｛Ht）：
ga）

接線の方程式を出して、もう片方と
f'（t）=g'It） 氏接す-2条件で求めていく→ ポ 数式にするとこれだけ！



↳ fx）やg(x）が多項式の場合は、
a f 2 B s i n t = K - c o s t 一・・D

f flx）-g(x）=0が重解がtを持つ. 2 B c o s t = 2 s i n a t 一・
（旧213良問

!

）

これを満たすtがo Etに元に存在するような数匹になると多項式ではない
ものもたくさん出てくるので、 Kの値を求める！

I fIt）=g I t )fit）=gilt）
を立式することで処理・

②より 2Baste= 4 s i n t I
2 B cost（1-feint）=0

1解国 cos t=0 又は s i n t = E

州が.ッ。。
洲が印満
た。-.-鰍

g(x）=k- u s 2 X t E,E, IT，きた
が t (OEt<2兀） で接するための
必要十分条件は、

• k=2B s i n t + cos2t

"かな例 が成り立つことである。

○※ このときのより、

f ( t）=g It）
= ±2が、きーー、，



☆補足
y=2で（x-t）+Et ←（ど）に2で't = E , Iた→ にEで重なる.
=2e t x_にもDet . .間、「聖

籤：

#

；！
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つまりk=Eのときは、X=E.ITの Dとのが一致する条件は、
2点-_-で接していることになる！ ピ = 2 e t . . . ③|-（s-DeS =一（ t . D E . . .④
y n

→ 未知数2つ，式2つ
③ を④に代入すると、

- （s-D.2で二-kt-i）で
2（S-1）=2t-1

y=2B s i nX s = t + E
（2） S.Aを実数とする。 これを③に代入して.
.y=でのX=sでの接線の方程式は G .e t = 2で
y.es(x-s）+ピ ←ど）にで e t . . I e t

= E X-（ s - D eS . . . D



t.bgさで
= I - l og2

このとき S = t + I
= 1-log2
= logE 」解けた！

はい
い求
が匇よって、求める直線の方程式は

y=EX-（s-Des
--EX-E1-leg2）
にも興，


